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『
ア
ン
ガ
サ
レ
（
島
妻
・
妾
）
の
悲
哀

の
物
語
』
が
あ
っ
た
。

 

昭
和
40
年
「
徳
州
新
聞
」
に
「
碑
」

に
ま
つ
わ
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
に

そ
っ
て
「
滄
浪
の
井
記
」
に
つ
い
て

紹
介
し
て
み
た
い
。

 

碑
石
の
立
っ
て
い
る
所
に
は
古
く

か
ら
井
戸
が
あ
り
、
藩
政
時
代
こ
の

井
戸
の
前
、
旧
徳
之
島
警
察
署
跡
に

代
官
所
の
御
座
（
事
務
所
）
が
あ
り
、

大
仮
屋
と
呼
び
代
官
の
官
舎
に
も

な
っ
て
い
た
。
炊
掃
婦
を
お
い
て
食

事
洗
濯
に
あ
て
こ
の
井
戸
水
を
専
用

し
た
。
炊
掃
婦
に
は
専
ら
炊
事
・
洗

濯
に
あ
た
る
女
と
、
代
官
の
現
地
妻

や
妾
に
な
る
女
と
が
い
た
。

 

現
地
妻
や
妾
は
「
ア
ン
ガ
サ
レ
」

と
い
っ
て
夫
役
徴
用
を
免
れ
、
横
目

役
で
な
い
と
で
き
な
い
銀
か
ん
ざ
し

を
髪
に
さ
し
、
そ
の
給
料
は
地
元
負

担
（「
島
持
ち
」
と
い
う
）
で
あ
っ
た
。

 

伝
説
に
よ
る
と
、『
昔
、
亀
津
に
相

愛
の
夫
婦
が
あ
り
、
そ
の
妻
の
美
女

が
代
官
の
命
令
で
ア
ン
ガ
サ
レ
に
強

制
徴
用
さ
れ
た
の
で
、
美
女
は
そ
の

晩
に
床
を
抜
け
出
し
こ
の
井
戸
に
投

身
自
殺
し
た
。
村
の
人
た
ち
が
こ
れ

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

亀
津
中
区
、
旧
徳
之
島
警
察
署
跡

（
現
合
同
会
館
）
裏
通
り
の
あ
る
屋
敷

の
南
角
ブ
ロ
ッ
ク
塀
隅
に
、
高
さ
約

１
㍍
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
の
が「
滄

浪
の
井
記
碑
」
で
あ
る
。 
そ
こ
に
は

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

「
滄そ
う
ろ
う浪
の
井い

き記
」
碑
に
つ
い
て

～
代
官
所
井
戸
跡
に
残
る
美
女
伝
説
～

を
憐
れ
み
水
祭
り
を
し
た
が
、
代
官

所
の
炊
掃
婦
は
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て

か
ら
大
瀬
川
の
上
流
か
ら
水
を
汲
ん

で
御
用
を
し
た
と
い
う
。

 

「
滄
浪
」
の
語
は
、
人
間
の
生
き
方

の
あ
り
よ
う
の
例
え
に
使
わ
れ
る
言

葉
で
、
中
国
戦
国
時
代
の
政
治
家
で

詩
人
の
屈
原
が
詩
「
漁
夫
の
辞
」
に

取
り
込
ん
で
歌
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
屈
原
は
流
浪
の
果
て
川
に
身
を

投
じ
て
自
ら
の
命
を
落
と
し
た
。

  

薩
摩
藩
圧
政
の
下
、
自
分
で
は
ど

う
し
よ
う
の
な
い
身
と
世
の
中
を
は

か
な
ん
で
、
井
戸
に
身
を
投
じ
た
ア

ン
ガ
サ
レ
の
伝
説
を
知
り
、
こ
の
後

に
代
官
に
着
任
し
た
漢
学
に
素
養
の

あ
る
武
士
が
「
滄
浪
の
井
記
」
と
書

き
遺
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

碑
石
は
建
て
て
か
ら
相
当
の
年
数
が

経
っ
て
お
り
摩
滅
し
て
、
わ
ず
か
に

「
滄
浪
井
記
」
の
文
字
が
判
読
で
き
る

程
度
で
あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
こ

れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、

薩
摩
藩
圧
政
下
の
島
民
の
心
に
思
い

を
は
せ
て
み
て
は
…
。

（
町
誌
編
さ
ん
室　

岩
下 

洋
一
）

（写真１）

（写真２）
【「滄浪の井記碑」の建つ合同会館裏通りの倉庫敷地】 【滄浪の井記碑】

令和３年度「ふるさと思いやり基金」事業を活用し、金見崎展望台へ
観光用双眼望遠鏡１基を設置しました。トンバラ岩をはじめ、天気が良
い日は奄美大島（請島・与路島）が一望でき、冬にはザトウクジラが回
遊する姿が見られることもあります。

倍率は 20 倍、高さ 160cm の望遠鏡で、金見集落により小さなお子様
用の踏み台も設置されています。使用される際は使用上の注意看板の内
容をよくお読みいただき、安全等のため必ず使用事項をお守りください。

花徳支所北部振興対策室　☎ 0997-84-0048問

金見崎展望台へ観光用双眼望遠鏡を設置しました




